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および本多記念館整備披露式典が行われ、 ようや く30日 に一般公開を行 うことができた。次に、その概
本所 を再構築する整備計画が無事に終了 した。振 り 要を紹介する。
返 ると、 この整備計画は昭和61年に旧1号館、旧2本 多記念室 は、本所の創立50周年の際に記念事業
号館を取 り壊 して新研究棟(1号 館)を 建設 して以 の一っとして設置され、本多先生が生前に使用 され
来、ほぼ10年間 にわたる大事業であった。また、同 た机、椅子、実験 ノー ト、論文原稿 などの遺品を中
時に、平成3年 に創立75周年を迎えるに当たり、そ 心 として、書、絵、写真、蔵書などを展示 した部屋
の記念事業 として計画 した本多記念館の改修、本多 である。今回、創立75周年を機に一層の充実を計る
記念室 と資料展示室 のその完成披露 も行われた。 ために、岡崎市や本多家の協力を頂いて新 しい遺品
本多記念館は、本研究所の創設者であ り、東北大 や資料の収集に努あ、100点に及ぶ貴重な資料が得 ら
学第六代総長 を勤 められた本多光太郎先生の本学在 れた。先生の生家や家族の写真、学術に関する業績
職25周年を記念 して結成 された記念会が母体 とな や論文、国内外か らの栄誉関係、新聞記事関係など(
り、寄付等により竣工費47万円をもって昭和16年10の 資料が展示ケース4個の中に納め られている。 ま
月に落成 した鉄筋 コンクリー トつ くり3階建て、延べ た、在職25周年記念として記念会から贈呈 された加
面積2,217m2の研究棟である。以来、この建物は本 藤顕清作の本多先生の胸像 と安井曽太郎筆の肖像画
多記念館 とも呼ばれ、半世紀 にわた って本所の表玄(複 製)が 目を引 く。今回見つかった興味ある資料 に
関としての偉容を誇 って来たが、歳月の経過 ととも は、昭和2年に執筆 された本多光太郎、増本量、茅誠
に老朽化 し、その上地震の被害を も受けて、建て替 司共著の金属の研究誌への投稿論文 「高温 における
える話が持ち上が った。 しか し、本多先生時代 に建 鉄の単結晶の磁化について」の原稿があり、本多先
て られた由緒あ る最後のこの建物 を是非保存 したい 生による赤イ ンクの校正跡が残されている。 その他、
との所員の希望が強 く、創立75周年の事業の目玉 と 鉄一炭素系平衡状態図の討議 の原稿、昭和12年発行の
して この建物の改修 ・整備 を行 うことになった。そ 日本金属学会誌の創刊の辞の原稿 などの貴重な資料
して、ようや く平成6年4月 に改修工事が始め られ、 があり、本多先生の学問への並々ならぬ執念を感 じ
建物の外観 と内部構造を出来 るだけ残すように努め させてくれる。古風な重厚感のある雰囲気は当時の




一方、今回新たに設置 された資料展示室は上述の ルファスアル ミ合金素材、炭化珪素/炭 素系傾斜機
本多記念室の向いに有る43.4m2の部屋であり、正面 能材料、CVD製BNるつぼ、光 エレク トロニクス用
に大ケース、中央に3ケース、壁にそって5ケースの 単結晶なども展示 されている。 これ らの資料はいつ
計9個の展示棚と1個の展示台が配置 され、文化勲章 れも本所 において発明 された新素材であ り、今後の
を授与 された本多光太郎、村上武次郎、増本 量の3応 用発展が期待 される。
人の所長をは じめ、本所 と関係のある茅 誠司、俵 国 現在収集 されている本所に関連する資料 は300点
一先生の写真、色紙、伝記、実験 ノー トなどが並べ を越 えてお り、 これ らを総て展示す るには部屋が狭
られ、本所の初期の時代 を築かれた先輩の偉業 に接 過 ぎるのは残念である。 しか し、創立後間 もなく80
することができる。 さらに、本所において発明され 周年 を迎える研究所 の永 い歴史の中で、多 くの諸先
たKS磁石鋼、新KS磁石鋼、セ ンダス ト粉末磁石、コ 輩の努力 によって築かれた業績を一堂に集めた資料
エ リンバーなどの多 くの製品、 センダイ トプロセス 展示室が完成 したことは、本所員のためのみな らず
(強靭鋳鉄製造法)に よるピス トンリング製品 など 理工系離れが言われている若い人達への贈 り物 とな
⑭ と・先生方の指導 により研究醗 された企業の製品 るはつである・本多先生 は研究を通 じて多 くの諜
として、(株)SIIマイ クロパーツ(旧セイコー電子部 を残 されている。「今が大切」、「徹科学則技入神」、
品(株))およびセイコー電子工業(株)の 時計ゼン 「産業武士之温床」、「鋼の心」、「熱間鍛鉄」などの言
マイ部品、 トー キン(旧東北金属工業(株))のセン 葉 は現代 にも通 じる貴重 な訓示である。
ダス ト粉末部品、東北特殊鋼(株)の 鋼材、東洋刃 やがて我々は21世紀を迎えるが、今後、人類が地
物(株)の 各種刃物、(株)本山製作所のベローズ製 球上 で生 きて行 くためには資源、環境など解決すべ
品などが展示ケースの中に整理 されて置いてある。 き問題が多 く、科学技術が益 々重要 にな っている。
本所において開発 された実験装置は数多いが、 その 常 に先端を目指 した本所の伝統が今後 も引き継がれ
一部 として本多式刃物切味試験機、本多 ・佐藤式熱 ることを念 じつつ、本多記念館に整備 された資料展
膨張計、ハイブ リッドマグネッ ト用 ビッター板、液 示室 を紹介 した。最後に、資料の収集、整備 に協力
体急冷用単 ロール装置 と双 ロール装置を見 ることが 下 さった先輩、所員の方々に感謝す る。特に安達健
できる。 また、最近開発 された製品 として、延性を 五先生および菅井 富氏の献身的な御尽力に対 して深
有する金属間化合物(Ni3A1)加工材、炭化珪素連続 く謝意を表 したい。
繊維、アモルファス磁性合金薄帯 と磁性部品、 アモ()




一 客 員 教 授 の 任 期 を 終 え て 一
宇 田 聡
(三菱 マテリアル株式会社 総合研究所)
昨年末 に福 田教授か ら客員教授のお話をいただ といったマクロスコピックな扱いと、統計力学 によ
き、幸運にも勤めさせていただ くことになりました る原子 レベルの ミクロスコピックな扱いを核形成と(
時、出来れば違った趣向の研究を二本同時にやりた いうテーマのもとに結びつけてやろうというチャレ
いと考えました。私は、結晶成長を専門にしていま ンジングな試みです。特に、界面エネルギーを考慮
すが、私がこれまでやってまい りました方法の延長 した改良イジングモデルで ミクロからマクロへの橋
線上にある研究と、私にとっては、全 く新 しい手法 渡 しを試みるわけですか ら、容量、スピー ドの点か
による研究です。結果 として前者は、固液界面の偏 ら、金研のスーパーコンピュータが活躍 します。対
析現象に見られる界面の不安定性の研究 となり、後 象 として実験データが一番充実 しているSi融液を
者は、 スーパーコンピュータシミュレーションによ 扱いま した。モ ンテカルロ法によるコーディングは
る融液からの核形成の議論にな りました。それぞれ 川添先生の研究室の皆さんに全面的に協力 していた
のテーマについて福田研究室及び川添研究室にご厄 だいております。 ディスカッションで、 これまで慣
介になり、まさに、4月から9月までの半年間は、私 れ親 しんできた同 じ物理量で も全 く違 った扱 い方を
にとって非常に充実 した楽 しく嬉 しい期間でありま するという貴重な体験をさせていただきました。計
した。滞在自体は一 ヶ月に一週間と決 して長い時間 算結果には、もう少 し、時間がかかりますが、近い
ではありませんでし燃 仙台不在の時 も・頭の中 うちに非常 瞑 味 ある結果力咄 てくると思い甑(
では常に新たに現れる課題への解決法を探索 してお 借越な言 い方ではありますが、客員教官というチ
りま した。 我々が会社で取 り扱 って いる工業的な ヤンスでは、金研 と私のような外部の研究者の間で
結晶作成では、融液対流を始め、あまりに多 くのフgiveandtakeの 関係が成 り立つ ことが理想的な
アクターが偏析現象に関わり、現象の系統的な解析 姿ではないで しょうか。私 としては、福田研究室、
は困難であり、 しかも、解析する時間的余裕 も十分 川添研究室 など、各研究室独自の研究アプローチを
に無いというのが実状です。福田研究室で開発 され 吸収 し、常に新 しい ことを学ぶ経験を続 けること、
てきたmicro-PD法というファイバー状の単結晶 また、逆に、私か らは研究室の皆さんとのディスカ
の育成装置を使用すると、対流の影響、特に固液界 ッションあるいは実験を通 し、私がこれまで修得 し
面に平行な層流の影響を取 り除 く実験ができ、偏析 てきた問題解決のアプローチが皆さんのアプローチ
現象 を理想的 なモデルで解析す ることがで きまし と相乗効果を及ぼ し、何か少 しでも残 るものが出れ
た。副産物 としてSi融液の各種 ドーパ ントの拡散 ばと願 った次第です。 最後にな りましたが、多 くの





ヤンスを与 えて いただ きま した。 島村助手、福 田研
究室 の大学 院生や研究生 の皆 さん とは・非常 に良 い く連絡先 〉
雰囲気で一緒 に研究生活を過ごさせていただきまし 〒3301篁玉渠大 宮市北袋町1-297
二菱 マテ リアル(株)総 合研究所
た。川添教 授・大野助教授 ・水関助手・ 大学院生 の 宇 田 聡
佐原 さん には、 スーパ ー コ ンピュー タで の シ ミュ
レー シ ョンに関 して・有意 義 なデ ィスカ ッシ ョンをTeユ:`048♪64ユ ー5594
していただ きま した。 今後 も金研 と、積極 的なおっFax:`048♪644-8608
きあいを させ ていただ きた いと思 いますので、 これ





Si融液からダイヤモン ド構造を持っSiクラスターが生成する様子 著 者
宇田 聡博士は、本研究所の客員研究部門 第II種の材料物性学部門で客員教授 として1995年4月1日か
ら9月30日の6ヶ月間定期的に滞在 した。結晶成長及び融液物理化学を専攻 し、福田研究室 と川添研究
室で、融液成長における固液界面の不安定性の解析とスーパーコンピュータによるSi融液か らの核形成








































































































































バ 〃一ボ ルー が 麻)ザ ゴ 義グ拙 ル
マ ーrケノ〃 ・才ラノー-
MarcelSluiter博士は、カ リフォルニア大学バークレー校 においてクラスター変分法の研究でPhDを取
得 した。 ロー レンスリバモア研究所に在職中の一昨年1月、本所材料設計 シミュレーション(日立)寄附
研究部門の客員助教授 として来 日した。その後、合金設計制御工学研究部門を中心とした研究者 と、第
一原理計算によって算出された全エネルギーを基礎に合金相図をクラスター変分法によって予測すると
いう最先端の野心的研究を精力的に行 ってきた。その成果 として、Ni3Alを始めとした多数の金属間化
合物に対する添加元素の置換位置の予測に成功 している。特 に、FeCrのσ相の計算結果 は広 く注目を





代表 者 新 庄 輝 也
(京都大学化学研究所 教授)
1.はじめに 三谷誠司、高梨弘毅(東 北大金研)
表記の研究会は、平成7年7月17日(月)お よび 中嶋英雄(岩手大工)佐藤勝昭(東 京農工大工)C
18日(火)金属材料研究所講堂(2号館)に おいて 藤森啓安(東 北大金研)
開催された。金属人工格子(多 層膜)の 物性の研究2.磁 気光学効果 と磁性層間接合における量子サイ
が本格的に始められてか ら約15年が経過 し、現在で ズ効果 一RKKYと量子井戸準位 一
は数多 くのグループが人工格子の研究に従事 してい 鈴木義茂(融 合研)片 山利一、P.Bruno、
る。最近は、人工格子の示す巨大磁気抵抗効果を対W.Geerts(電 総研)
象とする研究が非常に盛んに行なわれている。巨大3.強 磁性 トンネル接合の磁気抵抗効果 の分極率お
磁気抵抗効果、およびそれと付随 して クローズアッ よび温度依存性
プされてきた層間磁気結合の問題は磁性の基礎研究 手束展規、宮崎照宣(東北大工)
課題 として大変興味深いものであるとともに、磁気4,Coo/NiO系 ス ピンバル ブ膜 の磁 気抵抗効果
抵抗効果の実用面か らも重要な課題である。 したが 林一彦(NEC)
って、 この分野の最近の研究活動は非常に活発であ5.TWINCAPPEDGMR素 子の磁化分布 シミレー
る。例えば、磁気抵抗効果比が大きくかっ磁場感度 ションr
、、
を高 くすることがで きれば、高性能の磁気記録ヘッ 橋本実、河内山彰、宮内貞一(ソ ニー)
ドとしての応用が可能 となる。 この時期に今後の研6.CoNiFe/Cuお よびNiFe/Agスピンバルブ膜の
究課題を整理するために研究会を開催することは極GMR小 林和雄(富 士通)
めて有意義 と思われ る。本研究会では基礎研究の今7.ア モルファス軟磁性膜 を用いたサ ンドイ ッチ膜
後の目標を探るとともに、企業か らも磁気抵抗に関 のGMR神 保睦子(大 同工大)
する専門家に出席を依頼 し、基礎 と応用の間の情報 小宮和弥、綱島滋(名 大工)
交換 と討論を行 うことを目論んだ。8.Co/Cu/Fe20Ni80多 層膜の磁気特性 と巨大磁
気抵抗 藤本辰雄(新 日鉄)







12.微細加工基板上の人工格子のMR効 果 用する磁気抵抗効果の研究は諸外国に比べて 日本の
新庄輝也、小野輝男(京大化研)活 動が目立 っているが、手束 らは絶縁体層をスパ ッ
タ法で作成 して ピンホールの形成を防ぎ、磁気抵抗
ヱ且ユ旦旦_鯉 変化比の高 い試料の作成を試み、従来の報告をはる
13.ペロブスカイ トMn酸化物 の磁気輸送現象 かに しの ぐ世界最高の観測値を得 ることに成功 し
井上順一郎(名大工)た 。この方式が実用的価値をもつものであることを
14.界面構造 とGMR示 した ものともいえる。一方、藤森 らの グループは
猪俣浩一郎、斉藤好昭(東芝)酸 化層で包まれた金属微粒子、すなわちグラニュラ
15.GMR人工格子の熱電能 とその符号 一系において もトンネル電流を利用 した磁気抵抗効
桜井醇児(富 山大理)果 が観測出来ることを報告 した。このような現象は
16.輸送効果測定の可能性 世界的にもこれまでに報告の例がなく、新 しい発見
佐藤英行(都立大物理)と いえる。 これまでの金属人工格子の巨大磁気抵抗
(δ1磁 気 トンネル飴 膜のスピン偏極輸送 効果と比較すると抵抗値がはるか}こ大きい点が異な
末澤慶孝(帝 京技科大情報学部)っ てお り、新 しい応用の道がひらける可能性があ
18.InsulatedGranular合金系 のスピン依存 トン る。 新庄 らは、V字型三角溝の微細加工を施 した基
ネルとGMR三 谷誠司(東北大金研)板 上に人工格子を生成 し、これは磁気抵抗効果を工
大沼繁弘(電磁研)藤森啓安(東北大金研)ン ハ ンスさせ るひとつの手法であ ることを証明 し
19.高分子LB膜を用いた80NiFe/PDDA/Co接合 た。微細加工i基板を利用する試料作成は京大で世界
の磁気 トンネリング効果 にさきがけて始められた ものであり、薄膜多層膜に
安藤康夫、椀沢秀樹、宮崎照宣(東北大工)新 しいタイプの構造制御を与える手法 として有効で
20,分子動力学法によるCo/Pd人工格子膜のシ ミ あることが示 され、今後の進展が期待 される。企業
ユレーション 塚本新、青木伸充、若林 からのいくつかの発表では、磁気記録ヘッ ドとして
義人、川越毅、中川活二、伊藤彰義(日 大理工)の 応用にはまずスピンバルブ方式が検討 されている
ことが報告 され、基礎的および技術的問題点が述べ
r3.成 果 られた。榊間は磁気抵抗効果をメモ リー素子 に利用
異種の金属の単原子層を交互に積層 したものが人 する研究が始まっていることを紹介 した。 桜井 は
工格子の組成変調周期 としての極限であるが、現実 熱電能の詳細な検討を数多 くの試料 について行 い、
にそれを実現することはほとんど不可能であると考 温度変化についても信頼できる結果を提出 した。そ
え られてきた。 それにたいし、三谷 らはFeとAuの 結果、理論的予測 と実験結果に一致 しない点があ
による人工格子では単原子層の積層が可能であるこ ることを明らかに し、さらに検討する必要があるこ
とを発表 した。構造評価 とともに磁気測定や磁気光 とを示 した。その他、猪俣 らのNMRを用いた研究、
学測定についてのデータを示 した。磁化容易方向が 佐藤 らの輸送現象の測定、あるいは伊藤 らの膜成長
膜面に垂直 となっていることは単原子層超構造の存 過程のコンピューターシミュレーションなど基礎研
在の証拠であり、規則度 としては完全とはいえない 究の見地から興味深 い報告があった。
まで も単原子層人工格子の生成に成功 したといって
よい。 この研究 は新物質合成法の観点か ら大 きな成4.ま と め
果と して注目され る。 従来 より トンネル接合を利 金属人工格子の物性研究において、現在の中心的
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課題 は巨大磁気抵抗効果である。1988年の巨大磁 技術、解析手法の進歩によって質的に向上 した結果
気抵抗効果の最初の報告か ら既に7年が経過 し、基 が得 られてきているとの印象をえた。微細加工 した
礎研究 には大 きな進展があり、応用面で もかなり実 基板を有効 に利用 した研究が紹介 されたが、金属膜
用に近づいている。 この時期に開かれた本研究会で に加工 して微細 な人工形状を与える研究 も試みる必
は新 しい研究の萌芽がいくっか紹介され、巨大磁気 要がある。微細加工技術は半導体の分野ではかなり
抵抗効果に関連する分野にはまだまだ興味深い発展 普及 したが、金属あるいは磁性体に対する利用はま
を期待 させ る未開拓領域が存在することが示 され だほとんど行なわれていない。特に日本の大学の取
た。今回、企業か らの出席 も多 く、活発な討論が行 り組みは遅れてお り、共同利用できる装置を適当な













電子銃 による高輝度ナノプローブ機能、エネルギー 発を行っている企業の研究者一特 に若手の研究者一
フィルターによるエネルギー選択像の機能及び各種 も加わって、参加者全員で徹底的な討論をす ること
の電子線干渉現象の利用など種々の新 しい要素が付 であった。
加 され、飛躍期 を迎 えて いる("最新電子顕微鏡
法")。また観察対象の試料は人工格子、ナノ粒状性2.研 究会報告
材料、原子 クラスター及び清浄表面 ・界面など多岐 研究会は金研講堂において、ll月6、7日の2日間
にわた り、その構造だけでなく局所領域の物性や電 開催された。出席者は約50名であった。1日目は最
子状態の測定 も電子顕微鏡学の ターゲットに入 って 新電子顕微鏡法の中でも特に進歩の著 しい電子線励
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起光 の スペ ク トロス コ ピーや収束 イオ ンビー ム 阪大産研 弘津禎彦 ら
(FIB)による新 しい断面試料作製法、及びゼオライ 収束電子回折法 による結晶構造解析
トの微細構造 と成長様式の研究発表があり、2日 目 東北大科研 津田健治 ら
は収束 した電子 ビームを用いての電子回折、及 び走 結晶C70の相転移 名大理工総研 武藤俊介
査透過電子顕微鏡(STEM)による構i造解析の発表MgO(001)面 上のGd@C82金属 フラーレンの高分
がなされた。 解能電子顕微鏡観察 名大工 田中信夫 ら
プログラムの詳細は以下の通 りである。 ナノサ イズクラス ターにおけ る自発的合金化 と
HVEM阪 大 保田英洋 ら
11月6日(月)相 平衡FE/STEMによるナノ面分析
日本電子 富田健 ら
はじめに 名大工 田中信夫 ホローコーン照射TEM像 によるCT観i察技術
(ρIII-V族半導体の電子線照射効果 日立中研 柿林博司 ら
阪大理 竹田精治 ら 走査干渉電子顕微鏡によるナノ領域の観察 と構造形
電子線励起放射光を用いた薄膜のイメージング 成JRCAT市 川昌和 ら
東工大理 山本直紀 ら 電子線ホログラフィによる電磁場の微分干渉計測
FIB・XTEMによる気相合成ダイアモンドの界面構 名大理工総研 丹司敬義
造解析 阪大工 高井義造 らTEM-STMに よる探針の表面の相互作用の観察
FIBを用いた微粉末の電顕観察 東工大総理工 高柳邦夫 ら
広大理 北野保行 ら バ リスティック電子放射顕微鏡(BEEM)による界
金属/セ ラミックス界面の原子構造 面の微視的研究 東北大金研 長谷川幸夫 ら
JFCC研究所 幾原雄一 まとめ 東北大金研 平賀賢二
高分解能電子顕微鏡 と高感度EELSによる界面原子
構造と電子構造の解析 東大工 市野瀬英喜 ら3。 成 果
uHv-TEMによるsi(lll)7×7の表面観察 本研究会の成果は、(1)新しい装置、新手法の開
日本電気 飯島澄男 発、(2)新しいナノ材料試料による研究、及 び(3)
/ . ゼオライ トの微細構造 とI
ntergrowth従 来の電子顕微鏡法の少 し外側 に位置する新 しいス
東北大理 寺崎治 ら ペ クトロスコピー法の開発、の三つの視点からまと
高分解能電子顕微鏡 によるゼオライ ト結晶の構造解 めることができる。
析 東北大金研 大砂哲 ら(1)に っいては、従来観察が困難であった試料が
新型イメージングプレー ト(25μm/pixel)の特性FIBを 用いた試料作製により可能 となったこと(阪
評価とその応用 東北大素材研 谷山明 ら 大 高井 ら、広大 北野 ら)、シリコン(111)7x7
電子回折の臨界電圧効果を利用 した非弾性散乱過程 表面構造の高分解能電子顕微鏡像の画面処理に新 し
の評価 九大HNEM藤 本卓生 ら い展開があったこと(日本電気 飯島)、新型イメー
ジングプレー トの特性(東北大 谷山 ら)、アモルフ
11月7日(火)ア ス合金 のナノ回折による構造解析(阪 大 弘津
ら)、エネルギー フィルターを用いた収束電子回折
アモルファス合金のナノビーム構造解析 法の新 しい展開(東北大 津田ら)、FE-STEMによ
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る3次元像法の開発(日立 柿林 ら)、走査 プローブ 発表があった。
干渉顕微鏡の開発(JRCAT市川 ら)、電子線ホログ これ らの成果を見て も、かなりの研究 において、
ラフィーに微分干渉法 を応用 した研究(名 大 丹 電子顕微鏡の装置に関連 した新 しい発展が研究の進
司)等 の発表があった。 歩の引金になっている。 この傾向は今後ますます強
(2)の新 しいナノ材料の研究については、ゼオラ くなるものと思われ、従来の レベルをこえた新 しい
イ トの微細構造 と成長様式についての発表が2件あ 構造と物性の局所的評価法の登場が期待され る状況
り、いずれ も高いレベルに達 していた(東北大 寺 である。
崎 ら、東北大 大砂 ら)。またC70結晶の構造 とダイ
ナ ミックスについて(名 大 武藤)、Gd@C82金属4.ま と め
フラー レンのMgO(001)面上の吸着状態と内包原 本研究会では電子顕微鏡法の新 しい手法を用いた
子の観察可能性について(名大 田中 ら)、ナノクラ ナノ材料 の局所構造 と物性の研究の発表を通 して、
スターの自発合金化の研究(阪大 保田 ら)、安定界 出席者全員が電子顕微鏡を用いたナノ構造材料の研,
面構造の新 しい導出法(JFCC幾原)及びSTMのW究 の今後の展望について把握 し、かつ忌悼のない意
一探針 とAu一表面 の相互作用 について(東 工大 見を出し合 って2日間の日程を終えた。最後に東北
高柳 ら)等の興味深 い発表があった。 大の平賀が全体を総括 し、今後はこのような多彩な
(3)の新 しいスペ ク トロスコピー法 については、 研究の中から重点項 目を選 び、その中に存在する未
は じめに電子線励起(CL)とレーザー光励起(PL)解 決問題を解決 し公表していくようなタイプの研究
の測定装置を電子顕微鏡に結合 した装置の特徴が報 会 に した らよい との考 えを述 べ会 を終了 した。
告され(阪大 竹田ら)、またシリコンや銀薄膜か ら いずれにしてもこの方面の主要な研究者が一堂に集
の電子線励起光の スペク トルの詳細が報告 された まって十分討論を したことは極めて有意義であっ
(東工大 山本 ら)。また最近半導体工業への応用か た。また講演時間以外の時間に、個人個人の直面 し
らも集中的に研究されているダイアモンド薄膜の粒 ている種々の問題 について、各々の研究者が十分な
界か らの局所電子線エネルギー損失スペ クトル(東 情報交換ができたと思われる。最後にホス ト役を快
大工 市野瀬 ら)や臨界電圧効果 と非弾性散乱の相 く引き受 けて くださり、会場の設営などに もいろい
関(九大 藤本 ら)及び電子放射顕微鏡(BEEM)に ろご尽力頂 きま した平賀教授をはじめ、金研の所員,




代表 者 庄 野 安 彦
(東北大学金属材料研究所 教授)
1.はじめに 加藤雅恒、小池洋二(東北大 ・工)
酸化物高温超伝導体の研究は、発見から10年近 く ◆高酸素圧 アニール及びKMnO4水溶液酸化による
(ビ 経過 して、発現機構の解明か ら実用材料 としての応 過剰酸素量制御(20分)(同 上)
用まで幅広 い研究が精力的に進められている。 この ◆ ソフ トケ ミカルな手法 による遷移金属酸化物の
中にあって、バルク新物質の探索は、Tcの記録更新 合成(30分)武 田保雄(三 重大 ・工)
と相待 って研究の牽引車の役割を果たしてきた。特 ◆雰囲気制御による高温超伝導体及 び関連物質の
に1993年のHg系銅酸化物の発見によるTc～135K合 成 と物性(30分)
の実現は大 きな反響をよんだ。 しか し、新規超伝導 林昭彦、上田寛(東大 ・物性研)
物質の開発はCO3基の導入、無限層構造、頂点酸素
のハ ロゲン置換と複雑 さを増 してお り、又、合成手 【座長 吉川信一/15:30～17:30】
段 も電気化学的手段をはじめとするソフトケ ミスト ◆ 水銀系銅酸化物超伝導体の合成(30分)
リーや、高圧高温状態の利用など、特殊な技術を必 下山淳一、岸尾光二(東大 ・工)
要として来ている。従 って新 しい高温超伝導体の設 ◆ 塩素を含む銅酸化物超伝導体の超高圧合成(30分)
計 ・開発には今まで以上に固体化学者の経験と知識 安達成司(ISTEC/SRL)
/・ が重要な段階にある。 ◆ 高圧下における酸化物超伝導体の合成(30分)
川嶋哲也、室町英治(無機材研)
2,ワー クショップ報告 ◆ ラダー系のキャリヤ ・ドー ピングの試み(30分)
今回は酸化物高温超伝導体のバルク試料合成に関 上原政智、秋光 純(青学大 ・理工)
わって来た固体化学研究者による少人数の集中的討 《懇親会/17・30～19・00》
議を目的として7月3日～4日の両日にわた り本多記
念館視聴覚室 において開催 され、31名が参加 した。 鯉
プログラムは下記の通 りである。 【座長 秋光純/9・30～11=00】
◆ ホモロガスシリーズと しての銅酸化物超伝導体
ヱ且3旦 」⊆旦ユ の分類と設計(30分)山内尚雄(東工大 ・工材研)
【座長 山内尚雄/13:00～15:10】 ◆ 積層化合物 における副格子サイズとノンス トイ
◆ 炭酸系酸化物高温超伝導体のCVD膜の作成(30キ オメ トリー(30分)吉 川信一(阪大 ・産研)
分)宮 崎譲、梶谷剛(東北大 ・工)◆ 銅酸化物における新 しい金属相(30分)
◆ 錯体重合法によるPb系酸化物の合成(20分)広 井善二(京 大 ・化研)
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【座長 武田保雄/11・20～12:30】 いて最新の情報が報告 されたことは、 このワークシ
◆ 非銅系ペ ロブスカイ トを ブロック層 とする銅酸 ヨップにわが国を代表する第一線の固体化学者が参
化物超伝導体の探索(30分)加 されたことを物語 っている。紙数の関係か らその
神戸士郎(山形大・工)全 てについて述べることはできないので、以下主な
◇Pb系の銅酸化物 におけるPbの価数揺動 と超伝導 ものを拾ってみる。LaBa2Cu30YのNMR実験に耐
(20分)菊 地昌枝、志田美奈子 える良質な試料を、還元処理後の酸化 により作成 し
大嶋江利子(東北大 ・金研)た 例は、合成条件の制御の重要性を浮き彫 りに して
◆Bi2Sr2CaCu20zへのAglインターカ レーション い る(林)。Hg系 で は、下 山がRe添 加 によ り
(20分)村 岡祐治、大西直之(東 北大 ・金研)Hg1223相 及びHg1234相の単相化に成功 し、安定
名越正泰(鋼 管計測)化 にも役だ っていることを示 した。Pb系は、加藤、
菊地、山内が報告 し、出遅れていた感のあるこの系
3.成 果 で も他の系に匹敵するTcが実現出来た ことは喜ば
合成手段 の観点か らは、ソフトケ ミス トリーを禾IIし い.頂 点酸素艦 素により置換 し耀 伝導体を、e
用するものと高圧合成 とに分類 されよう。 ソフ トケ 広井、安達が報告 し、頂点酸素が超伝導に直接関与
ミス トリーの代表的な手法として武田による電気化 していないことがほぼ確立 された。CO3基 を含む
学的な酸化還元反応 についての解説が有益であっ 系では、Cu1層および2層の化合物についてY(Ca)
た。KMnO4などの酸化剤を用 いたホールキャリヤ 置換および2層の化合物にっいて超伝導化が図 られ
導入の試みが、加藤、武田により紹介 された。又低 た。最近新 しい超伝導の可能性が理論家によって示
温反応による準安定相合成法としてクエ ン酸ゲルを 唆されているラダー系について も、上原、広井が研
用いた錯体重合法が有効なことが示 された(加 藤)。 究を進めているが、まだ超伝導は実現 していない。
高圧合成 あるいは高酸素圧合成は、今や日本のお この他Bi系へのAglインターカレーション(村岡)、
家芸 ともなっていて、新物質合成に威力を発揮 してLnGaO3ブ ロック層をもつ化合物(神戸)な どの報
おり、 ワークショップ出席者の過半のグループによ 告に加え、鉄酸化物(武 田)、硫化物(吉川)な ど関
り利用 されている。高圧合成に関 しては、京大化研 連化合物について興味ある研究成果が寄せられた。
(広井)、無機材研(川 嶋)、超電導工研(安達、山内(
(現東工大 ・工材研))などに専用の超高圧合成装置4,ま と め
が設置され、目ざま しい活躍ぶ りである。高圧合成 今回は少人数で専門分野を絞 ったため、密度の高
は同時に高酸素圧処理 として有効に作用 していると い討議を通 じ、 ワークショップの趣旨に沿 った会合
考えられるが、HIPを用いた高酸素圧処理 もキャリ とすることができた。バルク物質を扱 ってきた有力
ヤ ドーピングの有力な手段である(宮崎、林、加藤、 な固体化学の研究者にほとんど全員参加 して頂いた
上原、菊地 など)。 おかげで、充実 したワークショップとなったことを
このよ うな特殊な合成法の開発が今後新物質探索 喜んでいる。酸化物超伝導体に限 らず、興味の対象
の重要な鍵となると考えられ、装置の共同利用や情 が遷移金属化合物一般にも向けられ始めており、新
報の公開など研究 グループ間の協力が必要であろ しい固体化学の芽が育ちっつある印象を持 った。今
う。 回の会合では特に若手の研究者が活発な討論に参加
ワークショップで取 り上げ られた物質は、多彩を され、この分野の将来を占う意味で大いに心強 く感
極め、現在関心をもたれている殆ど全ての物質につ じた。
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青色発光素子における基板結晶成長の課題





は情報処理や光通信、身近な所ではカラー表示板や 発表された。 その中には単結晶育成 に成功 し、再現
交通信号灯 などといった幅広い応用が期待 されてい 性の確認、高品質化へのステップアップや、実現は
る。材料 として大 いなる可能性を予感させる一方 不可能であろうと思われたエピタキシャル成長等が
で、その結晶育成については、結晶性の不完全度や 報告 され大 きな関心を集めていた。 また、割当時聞
基板結晶 との闇のヘテロエ ピタキシーか ら生ず る界 だけでは足 りず、休憩時間やその後に引き続いて金




各観点か ら議論 し、有益な情報交換を行い、今後の3,成 果
研究 の方向を明確にすることを目的とするものであ まず第一 に、最前線における情報が交換 され、そ
る。 このワークショップは、平成7年7月18日、金 れを基に新たなる問題点の指摘または解決の端緒の
/('属 材料研究所2号館にて打ち合わせの後、講演会会 提示が最先端で活躍する専門家達により取 り交わ さ
場 として仙台国際セ ンター3階 「白橿」に場所を移 れた、 もしくはその契機となったという事が最大の
して開催 された。参加者は、大学および国立研究機 成果 で ある といえ る。例 えば報告 の中 にあ る、
関か ら43名、また企業の研究開発機関か らは48名Sapphire基 板上の高密度の ミスマッチ転位を有す
の参加があり、全体で91人であった。 る(～1010/cm2)GaN薄膜結晶は、予想 に反 して
光学特性は高効率を示 し、光共振器 としての応用を
2.ワー クショップ報告 期待させる。 この事実は驚きを もって受 けとめ られ
ワークショップは文末に挙げたプログラム概要に る一方で新たなる疑問点や指摘が投げ返 され、よ り
従 って行われた。当方の予想を上回 る大勢の方々に 深い考察のための有意義なフィー ドバ ックとなるで
参加を頂 き、一部立 ち見でメモを取 られる方 も出る あろう。個々の講演については、それぞれが興味深




4,ま と め ◆ エビ成長から見た基板への要求
当ワークショップは共同利用研究の各 グループが 八百 隆文(東北大金研)
中心となって、ひとつの区切 り目として現時点まで ◆ 分圧制御ZnSeバルク成長 菊間 勲(茨 城大)
の研究成果を公表 し、企業関係者 も加えた最先端の ◆Seedingによるバル ク成長
技術とデータを有す る専門家達が一同に会する場に 高 漢俊(東 北大金研)
おいて討論する事により、各個別の研究の レベルア ◆ 成長法の検討 大森 健三(岡 山理科大)
ップを促進 し、必要な軌道修正を図る事がひとっの ◆VB法ZnSe作成における熱歪計算
大きな狙いとしてあり、事実 その目的は果たされた 宮崎 則幸(九 州大)
と考えられる。加えて、形式 にしばられないオープ ◆ZnSeホモエピタキシーの問題点
ンな形での討論の中で次代を担 う若手研究者が最先 斉藤 博(岡山理科大)
端の情報 に接 し、次なる問題点を提示 されたこと
は、研究の継続的発展 に貢献するもの と思われ る。 【GaN系用単結晶】 ぐ
また、そこか らの進展が当該分野における完成度の 座長:飯 田 誠之(長岡技術科学大)㌔
向上ばか りでなく、理論的体系化の助けを借 りる事
によ り未知 なる新材料開発への糸口となるであろ ◆ 青色LED用基板の問題点、課題
う。 なお、当日は期日的な幸運に恵 まれ、前 日に同 中村 修二(日亜化学)
じ会場で行われた日本学術振興会主催の第2回 日中 ◆GaAIN系結晶の将来性および基板への要求
電子材料結晶成長討論会 に出席 された中国の研究者 寺嶋 一高(湘 南工科大)
との親交を深め、議論の場がもてた ことをここに御 ◆ 青色LED用基板結晶等エビ層 との ミスマッチ
知 らせ しておきたい。 春 日 正伸(山梨大)
◆ 青色LD実現への諸問題 朝日 一(大 阪大)
プログラム概要 ◆ カルコパイライ ト青色LDへの可能性
【ZnSeバルク結晶】 佐藤 勝昭(東京農工大)
座長:一 色 実(東 北大素材研)
(、
ashτ 嵩 韻 この写真は、前 日の 日中電子材料結晶成長討論会よ り引 き
.艶 弊 　 "続 きご出席 ・ご討論いただいた中国科学院の研究者の方 々
_、-」_が 懇親会にも足を運 ばれ、ご歓談 なさっている時のスナ ン
プショッ トです。
蝦 欄酔
・曝一穆髄 曝 灘 難i載lll篶響
懸
、 ∴ 壁 一人おいて
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馨厘齢現象iを利用 した各種分光法による表面 ・界面分析
代 表者 辻 幸 一
(東北大学金属材料研究所 助手)
1.はじめに ただき、宣伝につとめた。また、事前 にワークショ
(r)電 磁波 と固体材料 との相互作用を利用す るいわゆ ップの予稿集を製本 し各研究室に配布 した。
る分光法(ス ペク トロスコピー)は 材料の評価や分 ワークショップは平成7年8月31日と9月1日 の
析にかかせない手法 となっている。電子線やイオン2日 間にわた り本多記念館3階 視聴覚室で日本分析
ビームをプローブとする分析法 と比較 して測定環境 化学会東北支部共催の もとで行 った。参加者は所内
を選ばず非破壊的に評価できるため、材料作成プロ4名 、所外22名で計26名であった。11件のプログ
セスのその場測定にも応用できる。近年、 これらの ラム内容は下記に示すに、材料開発 プロセスのその
分光法に全反射現象を利用することにより特定の分 場測定に応用可能な研究報告 もあったにもかかわ ら
析領域(例 えば、表面とか特定の界面)に 注目した ず、材料開発に携わる所内の研究者の参加が無か っ
分光分析が可能であることが、様 々な波長領域の分 たのは残念である。逆に会社か らの参加者は5名で
光法において報告 されてきた。 非破壊的で迅速なその場測定法に関心を持って参加
従来の分光法に関する研究会では、例えば、"赤外 されていた。講演者はほとん ど全て30代の若手の
分光法は赤外分光法のセクションで"と いった具合 研究者であ り最新の実験結果を報告 していただい





のっなが りを持 った研究会を企画 した。他分野の研
究報告か ら新たな研究の着想 ・アイデアが生まれる 【反射法】
ことを期待 した。1.偏 光変調赤外分光法による表面 ・界面のその場測
定 和田山 智正(東 北大工)
2.ワー クシ ョップ報告2.干 渉効果に着目したSR斜入射蛍光X線/反 射率
ワークショップを多 くの人に対 して実 りあるもの 実験 桜井 健次(金材技研)
にするため、日本分析化学会の機関誌である 「ぶん3.全 反射X線 光電子分光法 河合 潤(京大工)
せ き」7月号にワー クショップの案内を掲載 してい4.ATRプ リズムを用いた赤外吸収増大
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鈴木 裕史(東北大工)む ね1時間以内とし、特に決めないことにした。 こ
のような方法は討論を活発にするのに大いに役立 っ
【斜出射法】 た。 しか しなが ら、どんどん時間が延びてしまい、1
5.角度依存 レーザー蛍光分光法と応用 日目の講演は5番目の講演終了時で19時近 くとなり
下坂 琢哉、北森 武彦、澤田 嗣郎(東 大工)打 ち切 りとな った。2日 目は8:30から開始 し15:
6,斜出射蛍光X線 分析法 による薄膜の評価00に 閉会 した。
野間 敬a、飯田 厚夫b和 田山氏は偏光変調赤外分光法の原理 とその薄膜
(aキャノン中研、b高エネ研PF)形 成過程のその場測定への応用を述べた。(全)反
射現象を利用 した赤外分析法はかなり以前か ら詳 し
第2日(1日)9:00～14:00く 研究がなされていることもあって、X線 分析の研
究者から大いに関心が持たれた。 これと実験配置を
【斜入射 ・斜出射法】 同じくするX線反射率測定と斜入射蛍光X線 測定の
7.RHEED.TRAXSを使 った表面元蘇 さ分布測定 現状を桜井氏が報告 した.さ らに、干捌 果を利用(
と薄膜成長モー ド 山中 俊朗(北大触媒研)し た薄膜界面の分析法について も紹介 した。
8.斜入射 ・斜出射 一蛍光X線 分析法による表面近傍 河合氏は主 に全反射XPSの開発研究の現状を報
の分析 辻 幸一、広川 吉之助(東 北大金研)告 した。全反射X線 励起による光電子を測定するこ
とにより表面感度が向上するとともにスペクトルの
【深さ分析】 バ ックグランドが減少することを指摘 した。 また、
9.全反射条件下 の過渡回折格子分光法 と界面動的X線 励起の試料電流を測定することによる新 しいX
物性 玉井 尚登(関学大理)線 吸収分光法についても報告 した。鈴木氏は金属薄
10.光熱変換分光法によるデプスプロファイリング 膜を利用 した赤外吸収の増大についての実験結果 と
一 全反射法と共通の数学問題と過渡反射法に その機構にっいて述べた。Otto配置 と呼ばれる実
よるナノ空間観測 一 験配置はX線 分析の分野でこれに相当す るものは無
原田 明、澤田 嗣郎(東大工)く 、興味が持たれた。
下坂氏は可視領域での出射角依存一蛍光分光法をr
【光STM】 紹介 した。データー解析にファジィ回帰法を用いる
11,フォ トンSTMにおけるプローブの位置決 めと ことが有効であると述べ、 これに関 して質問が相次
ヘテロダイ ン検出 梅田 倫弘(東 農工大工)い だ。講演終了後、懇親会を催 し、交流を深めると
ともに細かな点について議論が続 いた。
3.成 果2日 目は野間氏による斜出射蛍光X線 分析法によ
通常の研究会では講演時間と討論時間をあ らか じ る蛍光X線 の干渉効果の確認 とマイクロアナ リシス
め決めてお り、そのプログラムに沿 ってスムーズに への応用が報告 された。山中氏はRHEED-TRAXS
進行する。 これは多 くの講演をこなすには適 した方 による薄膜成長過程の研究 と電子線一定在波法によ
法であるが、討論の時間が不十分なことが多い。そ る構造解析を紹介 し、注 目を集めた。辻は斜入射 ・
こで、今回のワークショップでは特に講演時間と討 斜出射 一蛍光X線 分析法を紹介 し、特に深さ方向分
論時間を分けず、講演の最中にどんどん質問 してい 析に有効であることを述べた。
ただ くことにした。 また、講演時間 について もおお 玉井氏は可視光の全反射条件下での過渡回折格子
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分光法について非常にわかりやす く紹介 した。巧み 繰 り返 しになるが、材料開発研究者の参加が少な
な分光実験は他の波長領域の分光測定に参考 となっ かったことは残念であった。 この分野では、分析研
た。原田氏は光熱変換分光法による深さ方向分析の 究者のための分析研究では不十分で、分析手法と材
研究成果を報告 した。特に得 られた実験結果から深 料開発 プロセスとの融合が大切である。例えば、プ
さ方向の分布を求める際の数学的手法について議論 ラズマを利用 して薄膜などを作成するのであれば、
が行われた。最後に、分光測定ではないが フォトン プラズマからの光を分光測定 したり基板への反射測
STMについて梅田氏 に講演をお願い した。表面形 定を行うことにより不純物の検出や薄膜組成を制御
状と吸光度分布を区別する方法について紹介 され、 したりできるはずである。
局所領域の分光測定について も議論がなされた。全 来仙 していただいた講演者の方には本多記念館の
講演終了後、希望者には所 内を見学 していただい 宿泊施設や7月 にオープ ンしたばかりの片平会館を




今まで異 なる波長領域の研究者が集まる場は少な いて も企業 の研究者は宿泊で きないなど制約があ
かったため、お互い良い刺激となったとともに、 こ る。企業にも優れた研究者がいることは明 らかであ
れか らの実験方法について私 自身 も新 しい着想を得 るが、旅費も出せない。金研が産学協同をすすめる




半 導 体 中 の 水 素
代表 者 末 澤 正 志
(東北大学金属材料研究所 助教授)
1.はじめに の洗浄によってシリコン中に容易に水素が侵入する
最近、半導体中の水素の挙動が基礎的な らびに実 ことが見いだされたことによる。 このよ うな研究は
用的観点か ら精力的に研究 されてい る。その理 由 最初海外で始められたが最近国内でもかな り研究者




2.ワ ー ク ショップ報 告














8)9:00-9=40高 温水素処理によるCZ.Siウエーハ特性の改善(株)東 芝セラミックス 鹿島一H児





12)11:50-12:20si中の水素 ・酸素 ・原子空孔 ドナーの形成過程 東北大 畠山英樹、末澤正志
13)12:20お わりに 東北大 末澤正志
3。成 果 して それ らで使 われ る各種 の近 似 法 に もか かわ ら
末澤 は、 半導体 中の水素の挙動 に関 す る研究 の歴 ず、 シ リコン中の水素原子 の安 定状態 に関 しては ほ(
史を きわめて簡単 に紹介 した。 まず1956年にVanぼ 同 じ結果 が得 られ るこ とが示 された。 す なわ ち、
Wieringen&Warmoltzによ りSi&Ge中 の水素 中性状態 の水素 は シ リコ ン原子同士 のボ ン ドの中間
の固溶度 および拡 散係数が測定 された。 これ に関 し を占有 し、 負に荷電 した場合 には反結 合方向の正四
て は最近再測定 が なされ、彼 らの結果の妥当性が確 面体 位置 を占有 す る。 しか し、準安定 位置 に関 して
か め られ た。1983年にPankov等が水素 によ りア ク は一 致が得 られて いないよ うで あ る。 上述 したよ う
セプ ターが不動態 化 され る ことを見 いだ して以来、 にシ リコ ン中の アクセプ ターが不動態 化 され ること
半導体 中の水素 の挙動 に関 す る研究が精力的 に行わ が この種の研究発展 の端緒 にな ったが、水素 は シ リ
れ るよ うに なった。 コンとボロ ンの結合 ボ ン ドの間 に割 り込 む ことが理
金 田は シ リコン中の水素 に関す る理論的研 究の総 論的 に示 された。 一方 、 ドナ ーで あ る燐 の場 合 に
合報告、お よび彼 らが行 って いる シリコン中の水素一 は、水素が シ リコンと燐 の反結 合方向 の正 四面 体位
炭素対 の電子準位 に関す る計算結果 を報 告 した。前 置 を 占有 す る ことが示 された。 後者 の水素 一炭 素対
者 では、まず、スーパ ー ・セル法 や ク ラスター法、そ の電子準位 は次 の講 演者 によ り実験的研 究が行わ れ
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ている。金田はスーパー ・セル法を用いて水素原子 際に電子スピン共鳴法は不可欠である。 ところで半
が占有す る位置、およびエネルギー準位を計算 し 導体中の水素に関 してはこの測定法はほとんど成功
た。 していない。 そこで門野は水素の約1/9の質量の
上浦 は シ リコ ン中の水素一炭素対 の電子準位を ミュオンをプローブとして、半導体中の水素類似欠
DLTS法により測定 した結果、および水素一炭素対が 陥の挙動を調べた。中性の ミュオニウムの占有位置
光誘起分解反応 とい う興味ある現象を示すことを報 に関 しては実験 と理論が矛盾 していた。すなわち、
告 した。そのエネルギ・一準位は伝導帯の下0.15eV実 験的には正四面体位置を占有するものが多いが、
であ り、光誘起分解反応は光励起により形成された 理論的にはそれは準安定でありボン ド中心を占有す
過剰の電子が水素一炭素対 に捕獲され再結合する際 るものが安定である。門野はシリコンに低温で注入
に放出されるエネルギーを吸収することにより引 き された ミュオ ンが熱平衡に達 していないのではない
起 こされると説明された。 シリコンが炭素で置き換 かと考えて、 ミュオ ン注入後試料 に光照射を行 っ
え られることにより、 シリコンのみでは観測 され難 た。その結果、低温では従来 とは異なりボンド中心
(∂
い水素のエネルギー準位が観測 されたという点で、 を占有するものが安定であると結論 した。一方、室
一般的な研究方法そのものに新 しい戦略があること 温付近では正四面体位置を占有するものが安定であ
を教えてくれたように思われる。 る。それらの双安定性についても議論 した。
和田等 は、GaAs系バイポーラー トランジスタの ほとんどの電気的 ・光学的測定法が1～2個の水素
劣化機構を解明する過程で、高濃度に炭素が ドー プ 原子が関与 した現象を検出するのに対 し、武藤は重
されたベース層中にある炭素一水素結合が、素子作 水素イオ ンを注入 したシリコンおよびゲルマニウム
動中に供給 される正孔により解離 し水素を供給する において多数の水素が局所的に集合 した構造の高分
ことを見いだ した。そして、熱的な解離エネルギー 解電子顕微鏡観察を行 った。そ して、室温で重水素
が1.75eV、正孔が供給 された時の解離エネルギーが イオ ン注入後200℃で焼鈍 した後{111}面上に形成
0.91eVであると決定 した。 これは理論的結果 とも される水素誘起平板状欠陥を観察 し、その構造モデ
良い一致を示 している。実用上問題になる現象から ルを電子計算機を用いたシミュレーションで確立 し
興味ある物理が引き出せ ることを示 した点でも大変 た。一方、高温で重水素イオンを注入すると{ll3}
咲1有 意義な研究である。 面上の格子間原子型ループと{100}面上の拡張欠
最近青色発光ダイオー ド及 びレーザー用材料 とし 陥が形成 される。前者 はすでによ く研究 されてい
て注目されているGaNでは、n型にするための不純 る。後者の構造を解析 し、重水素がその形成に直接
物が水素 によって不動態化 されることが発光 ダイ 関与 していることを結論 した。
オ ・ード作成 を阻害 していた ことが最近明 らかにさ 鹿島は、1200℃で シ リコ ンウエハ ーを水素 ア
れ、実用化 にこぎつけたいきさつがある。岡本等 ニールすることによりチ ョクラルスキー法で育成 し
は、GaNにアクセプターであるMgを ドープした場 た シリコン表面層の結晶欠陥が大幅に低減 されるこ
合とそれが水素 と対を作 った場合の電子状態を計算 と、および十分なゲッタリング能力を持続するよう
した。 そして、Mg単体の時には浅いアクセプター になることを示 した。そして、それ らの結果、特 に
準位を作 るが、水素がMgとNの 間に入るとその準 ゲー ト酸化膜耐圧特性が飛躍的に向上 し、 シリコン
位が消失すること、すなわちアクセプターも水素 に 結晶本来の性質が発揮 されるよ うになることを示 し
より不動態化されることを示 した。 た。
半導体中の不純物や欠陥の ミクロな構造を調べる 原は、 シリコン結晶に各種の熱処理を加え、伝導
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電子のライフタイムや密度を測定 した。そして、as一 成される酸素 原子空孔対(こ れはアクセプター)と
grown結晶中に水素が含まれていること、そ してそ 複合体を形成することにより、燐よりも浅いエネル
の密度が小さくても酸素原子の拡散速度を大幅に増 ギー準位を持つ3種類の ドナーを形成することを光
速 し(そのメカニズムは現在不明である)、ウエハー 吸収測定法により示 した。 この結果 も、水素が不純
内の伝導電子のライフタイムや密度を不均一にする 物や欠陥の電気的作用を単 に不動態化するのみでは
ことを示 した。そして、これはICの集積度が増 し、 ないことを示 している点で興味深い。
大きな ウエハー内の電気的特性の均一度が要求され
るようになる今後 ますます大 きな問題になることを4.ま とめ
指摘 した。3.で 示 したことか ら、今回のワークショップでは
冒頭で述べたように、半導体中の水素が浅い ドー 研究のあり方 に関 して、以下のような重要な成果が
パ ントと複合体を形成することによりそれを不動態 得られた。 まず第一に、基礎 と応用の研究者がきわ
化す ることが発見されたことが現在の研究隆盛の発 めて密接 に協力あるいは連絡 しあ うこと鍾 要であ(1
端 となった。佐道 らは水素が深い準位を持つ不純物 ることが再認識されたことである。実際に使われて
とも複合体を作ることを示 した。すなわち、シリコ いる素子に発生する問題を解決する際に、基礎的に
ン中で深い準位を形成する3d遷移金属不純物(具体 も重要な成巣が得 られたり、実用されているウエー
的にはバナジウム、 クロムおよび鉄)が エッチング ハで起きる問題を解決或いは説明するために必要な
中に試料中に自然に導入される水素 と相互作用する 基礎的に未解決の問題が見いだされた。現在、半導
ことにより3d遷移金属一水素複合体を形成 し、3d遷 体中の不純物や欠陥に関する研究結果の多 くは、お
移金属単独の時 とは異なったエネルギー準位を持つ もに日本物理学会 と応用物理学会で発表 される。日
ことをDLTS測定 により検出 した ことを報告 した。 程等の都合でなかなか両学会に出席できず、基礎と
そ して、シリコン申で格子間位置を占有する3d遷移 応用のコミニュケー ションが必ずしもうまくいって
金属不純物 と水素の複合体は、3d遷移金属が単独の いないことが今回 よくわかった。それを克服するた
時に持つ ドナー準位よりも価電子帯側に ドナー準位 めにも本研究所のワークショップや研究会は重要で
を形成すると結論 した。 ある。
深田らは、 プラズマ法の一種である水素原子処理 第二に、とか く半導体研究に携わる者は、いわゆ(
法で ドープされた水素 と、イオ ン注入法で同じ領域 るシリコン屋、化合物屋 というように棲み分けをし
に多量(金 属的になる位)に ドープされた燐 との相 がちであるが、それ らが一堂に会 して討論 し合 うこ
互作用を電子 スピン共鳴法および顕微 ラマン分光法 とにより、共通の現象に気づいたことである。たと
で測定 した。特に水素による不動態化の ドナー濃度 えば、水素炭 素対の励起促進反応である。お互いが
依存性を詳 しく研究 し、それが伝導電子のスクリー 協力 し合 うことにより、電子一格子相互作用に関する
ニ ング効果 による燐 シリコン水ー素複合体の結合 工 より深い理解が得 られるようになると思われる。
ネルギーの ドナー濃度依存性により説明されること
を示 した。 御多忙中にもかかわらず、読むだけでもよ く分か
畠山等は、 シリコン中の水素一酸素一原子空孔複合 るように長い講演要旨を書いて くださいま した講演
体 ドナーの形成過程を調べた結果を報告 した。すな 者の方々、活発な討論を展開 して くださいました出










者数約60名の もとで開催 された。 プログラムを文 国内照射設備の有効利用 と共 に新 しい(大 学特有
末 に添付す る。今回は昨年に引き続き、核融合炉材 の)核融合中性子源の必要性を指摘 して注目を浴び
料照射研究の進め方、そのための必要な研究拠点の た。
あり方、さらに大洗施設を拠点 として整備する上で 学術会議・核融合研究連絡委員会・炉工小委員会に
の方策等 に関 して意見を交換するための検討会とし おいては、かねてか ら炉工学研究推進のための検討
て立案 された。特に、核融合中性子を十分な強度で を行ってきており、昨年2月には東大 ・石野教授(第
発生 し、材料照射研究に供用 しうる 「加速器型核融15期 、現東海大)を委員長とする炉工小委員会によ
合炉材料照射試験装置」の必要性、研究課題、核融 る報告が公表された。第16期においては飯吉核融
合炉工学 における位置づけ、適正規模、実現への方 合研所長を委員長 とする炉工小委において引き続き
策等に重点をおいた議論がなされた。 検討が行われており、 これについて飯吉核融合研所
eま ず、鈴木謙爾金研所長か ら挨拶があり、引き続 長と香山京大教授(炉 工小委 ・委員)が 経過 を報告
き文部省核融合科学研究所飯吉厚夫所長による 「核 した。
融合炉工学の推進 と文部省核融合科学研究所 の役 検討の進め方はまず第15期の議論を出発点 とし、
割」 と題する講演があった。その中で、核融合科学 炉工学分野の現状 と長期的視点に立 った進展の必要
研究所の主たる任務であるLHD計画の目的、経過、 性、大学における研究 ・教育の現状 と役割、炉工分
建設の進捗状況に関する報告があり、次に核融合研 野の重要課題 と解決の手法を先ず検討 し、大学等の
における炉工学研究の紹介があった。また、 コーデ 役割分担を検討す る。 これに基づき、大学における
イネーションとして、ネットワーク、COE、日米協 炉工分野の拡充 ・整備の考え方 に関する議論を進あ
力等 の推進 や、炉工学拠点整備への支援 を学術会 るとされた。
議 ・融研連炉工小委、核融合会議、学術審議会等の 研究の概要と役割分担 として、原研 においては、
場を通 じて行っていることなどが紹介された。特に 原型炉をめざした材料開発研究、具体的な候補材料
核融合炉材料研究者に対 して、長寿命耐照射性低放 の選定、候補材料の工学データ取得を主な任務 とす
射化候補材の開発 ・提案、大学 として特徴ある先進 るのに対 し、大学では、先進的な材料の可能性を追
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求すると共 に、原型炉材料 としてより高度な照射研 協力を軸 とした活動と成果としてまずRTNS-II計画
究に重点を置き、機構論べ一スの高い予測性をもっ が紹介された。この事業ではLLNLにあるD-T中性
モデルの構築、例えばは じき出 し損傷 と核変換相乗 子源を軸とすると共に、KUR、JMTR、サイクロ ト
効果、温度変動効果のような複合効果 ・動的効果を ロン、HVEMを駆使 して、14MeV中性子照射 によ
も取 り入れた研究に重点をお くべきであ るとされ る組織発達 と照射硬 化、低 フルエ ンス領 域での
た。 また、 トカマク代替え路線の研究も大学の任務Fission-Fusion相関に関する大 きな成果が上げ ら
である。一方、 このような役割分担にとらわれず特 れた。第2期計画であるFFTF/MOTA計画は、米
徴ある研究をのば してゆく姿勢 も必要である。例え 国の高速実験炉FFTFを主要装置 として利用 し、あ
ば、原研における基礎基盤研究や大学における低放 わせてEBR-II,JMTR,JOYO,重イオ ン加速器等を
射化 フェライ ト鋼研究等がこれに該当する。 用いて研究をおこない、高速中性子重照射による系
大学の役割を遂行 してゆく上で研究拠点の必要性 統的な機械的特性変化に関する知見、及び重照射領
が指摘 された。その中で核融合炉材料の研究拠点 と 域における律速因子の解明、新 しい照射技術 と微小 ダ
して東北大学金属材料研究所大洗施設が具体的な案 試験片技術等を主な成果 として平成7年3月 に成功'
として挙 げられた。大洗施設は大学で唯一の本格的 裡に計画を終了 した。同年4月 か らは第3期事業と
な照射後試験の設備と体制をもち、全国共同利用施 してJUPITER計画が 「核分裂炉を利用 した動的材
設 として材料照射研究の一大拠点 として機能 してい 料挙動 と変動 ・複合環境効果」を中心的な課題とし
ること、大洗施設の利用者 グループは核融合炉材料 て開始 された。 この計画では、1)照射下における材
研究の中心的役割を果たしていることなどが具体案 料特性の劣化、2)変動 ・複合環境下での材料挙動、
として挙げ られた主な理由である。 しか し、現状で3)核 融合炉材料の動的挙動のモデ リングと理論的
は設備整備状況は拠点 と しては極 めて不十分であ 研究、の3つの タスクを掲 げ、材料 としては低放射
り、早急な整備が不可欠である。 この拠点の整備に 化構造材料 と機能性セラミックスを対象とし、特に
当たって、照射後実験設備の拡充 と共に高度照射研 照射データの設計への寄与を重点的目標に掲げてい
究推進拠点 としての役割が期待されると共に、国内 る。
照射設備の有効利用、新たな照射設備の検討等を視 これ ら第3期 までの研究成果を踏 まえての将来計
野に入れた整備計画、拠点における国内共同研究の 画における課題は、核融合中性子による材料損傷挙(
推進 と研究者ネッ トワークの形成が期待される。よ 動、及び主要構造材料の動力炉 レベルでの挙動予測
り具体的には日米協力、強力中性子源、核分裂中性 と最適材料開発が挙げ られている。 このたあに以下
子実験施設、研究者 ネットワーク等の活動の拠点機 のような拠点の整備が必要 とされた。即 ち、核融合
能を果 たす ことが求められている。 中性子源(加 速器型材料照射試験装置)の 建設、強
第2の セ ッションは 「核融合炉材料工学の推進 放射化試料取 り扱い設備整備として具体的には金研
と材料照射装置の考え方」 と題 して3つの講演が行 大洗のホッ トラボと試験装置の高度化、及び、核分
われた。最初の講演は 「核融合炉材料開発の将来像 裂中性子(大容量、定常運転)の活用、即ち、JMTR,
と加速器型材料照射試験装置の必要性」 というものJOYO,HTTRの 照射設備整備等が挙 げられた。 こ
で東北大 ・工学部 ・阿部勝憲教授が行 った。その中 れ らの内、特に加速器型材料照射試験装置に関 して
で、国内の照射施設の有効利用、日米協力による国 は以下のような仕様が必要で あることが指摘 され
外照射施設 の有効利用、研究者ネットワークによる た。即ち、中性子エネルギーは14MeV付近 にピー





できること等である。 このような装置の受 け皿の条 って責任分担を明確にすること、開発戦略の中での
件 としては、核融合炉材料研究の実績を有 し、重照 「センター」の明確な位置づけを行 うこと、さらにプ
射放射化試料の取 り扱 いが可能で、研究者ネ ッ ト ラズマ研究 と炉工研究の組織の一体化が必要である
ワークのハブとして機能できると共に、原子炉施設 ことが指摘 された。
との連携により有機的に研究を展開できること等が このセッションの最後には核融合研の室賀健夫教
挙げられるが、 このような条件を満たす場所は極め 授より 「大学における核融合炉材料照射試験装置の
て限 られる。 具体像」 と題する報告があった。 まず、核融合研に
このセッションの2番 目には九大 ・応力研の吉田 おける主たる課題であるヘ リカル炉の特徴 と工学課
直亮教授による 「核融合炉材料照射研究の進め方」 題にっいて紹介があった。特に、ヘ リカル型動力炉
{e講縫灘t難 藤簸ぞ謙 瓢 禦灘鰍の二鵬 雲蕩轟灘
一II,FFTF/MOTA,JUPITERに到る一連の事業 を目的に含む大学における照射試験装置としての中
における課題 と主な成果について報告があった。次 性子源に対する考え方が紹介 された。 この中性子源
に核融合中性子による照射損傷の特徴について説明 を考える視点として、ヘ リカル型核融合炉材料開発
があった。即 ち、核融合中性子照射損傷を支配する への寄与、大学の特徴を生か した先進的な材料研究
因子として、はじき出 し効果、核変換効果、さらに、 を可能にすること等が挙げられた。前者に関 しては
はじき出 し損傷と核変換ヘ リウム、水素の相乗照射 核融合中性子 による450dpa照射はIFMIFでも不可
効果等があり、固体核変換生成元素の照射損傷に及 能であり、IFMIFにおける工学データ取得 とは異
ぼす影響等、従来の知識の延長上 にない現象がある なった進め方が必要 であ ることが指摘 された。即
ことが、 これまでの模擬照射試験等 を用いた研究で ち、予測の精度向上、材料の使用限界の明示、革新
得 られた電子顕微鏡写真等を用いて説明された。ま 的材料の模索、 という立場が重要で、外挿性が確立
た、実機環境下での照射効果は複合、変動条件下の できる照射量を確保 しつつ、モデルの精度向上のた
{Cそ れであり、高度 に制御された照射場と現象を理解 めに制御 された検証実験が可能な装置であることが
するための緻密な基礎研究が必要であることが強調 必要であるとの見方が示された。一方、大学の特徴
された。今後の研究の進め方 として、照射設備、照 を生かした先進的な材料研究については、材料開発
射施設、運営および研究組織の各項 目に分けて説明 研究を高精度 ・高信頼度化するとともに、革新的な
があった。照射設備としては核融合炉照射環境 シミ 発展の可能性を探求するような研究が求め られてお
ユレー タ(10dpa/year)が必要であ り、 これに複 り、より具体的には材料挙動機構に関する研究とし
合照射チェンバー(keVHe,Hイオン照射、高熱負 て、機構論的アプローチによる高度化 とイノベーシ
荷等の機能)を とりつけることが望 ましいこと、ま ヨン、及び材料開発 に具体的に寄与す る機構研究
た これが確性試験を任務 とするIFMIFと相補的で が、また核融合環境での材料挙動研究に必要な高度
あることが指摘 された。照射施設 としては他の照射 照射実験として、高精度照射、変動環境での試験、
場、特に原子炉 との相補的な利用が不可欠であり、 複合環境試験、その場測定 ・実験等が挙げ られてい
大洗に 「中性子工学 センター」をおいてこれを実現 る。
することが望ましいとされた。その際、「セ ンター」 以上のような大学中性子源の概念について、特に
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IFMIFとの対比を意識 して室賀教授は以下のようにHVEM設 置、人員要求等である。 さらに今後の構想
提 案 した。IFMIFを用 い て の原研 で の任務 は として、ホットラボ整備、研究棟設備整備、HTTR
DEMO炉用工学データ取得(確性試験)で あるのに 照射設備、JOYO照射設備整備等に加えて、中性子
対 して、大学ではヘ リカル炉先進材料開発、材料挙 源設置の妥当性に関する予備的検討の結果が報告 さ
動機構研究、高度照射試験が主要な任務である。照 れた。 これは中性子源の必要性が多 くの材料研究者
射試験装置の具体像 としては、d-Li型で10dpa/か ら強調され、その立地に関 しては共同利用者等か
year以上の容積が120ccあること、また、エネル らの意見の多 くが大洗を指名 していること、他に適
ギー可変性、高精度温度制御 ・可変機構、中途一部 当な場所がないことから大洗施設として妥当性を検
取 り出 し可能等の機能を持 っていること等が挙げら 討 した結果である。敷地については原研の好意によ
れた。また、イオ ンビーム量、 ターゲ ット除熱等に り大洗施設隣接地 に見通 しがあることが報告 され
無理のない設計 とし、R&D期 間を短縮することに た。費用は最 もイオ ン電流値の大きい場合に対する
より、早期実現をはか ってゆくべきことが指摘され 予備的な見積 もりで、建物 も入れると400億円を超
た.さ らにこのような帷 子源の鰍 はそれ自体、 すことが報告 さ杁 この額が到底大学の_鰍 とし(
中性子工学、熱流体、液体金属、 トリチウム取 り扱 て要求できる額ではないことが指摘 された。
い技術等の核融合炉工学の中の重要 な要素を含むと この解決案 として茅野施設長から 「大洗サイ ト原
いう点において、炉工学そのものの発展に寄与する 子力研究施設(構想)」が提案 された。 これは東北大
ところが大 きいことが指摘された。仕様としては、 学金研大洗施設に加えて 「核融合材料研究中枢セン
エネルギー範囲が10-40MeV,重水素 イオ ン電流 ター(仮称)」を大洗地区に設置するというものであ
25mA,損傷速度10dpa/y(120cc),及び30dpaる 。金研大洗施設としては従来の大洗施設の本来の
/y(10cc)とされている。 その他留意すべき点 と 任務である、JMTR、JOYO、HTTRを利用 した、
して他の計画との整合、IFMIFとの独 自性、相補性、 核融合炉材料、軽水炉材料、高速炉材料等の開発基
代替え性等が挙げられ、また全体目的の達成のため 礎研究、及びアクチノイ ド元素固体物性、RI利用研
照射後試験設備の整備、大型部材試験設備(核 分裂 究を行うと同時に、核融合炉材料研究拠点 としての
炉等による)が必要であることなどが指摘された。 任務を遂行するために核分裂中性子照射設備整備や
初 日の最後のセッションはそれまでの核融合炉材 ホットラボの整備を行 う。これに対 し、「核融合材 ぐ
料研究者か らの期待を受 けて、東北大金研大洗施設 料研究中枢センター」では加速器型材料照射試験装
側からの将来構想の説明とそれに対するコメントが 置を中心設備として建設する。その設立 ・運営には
報告 された。まず、大洗施設の将来構想に関する今 例えば核融合研、東北大学金研、その他関連研究所




が想定 されていなが ら実現を見なかったことが紹介 の飛岡所長と材料試験炉部、桜井氏か らJMTRの照
された。引き続き、学術会議第15期の報告を受 けた 射性能等に関 して説明がなされた。その中で照射料
形で提案された核融合炉材料研究拠点構想のための 金にっいては、大学に照射料金が障害になって実験
昨年度の概算要求の説明があった。即 ち、ホットラ が進展 しないという事情があるなら、科技庁 として




の短縮に関 しては規制があり容易でないという考え 別研究で行 った様々な活動の単 な る延長であ り、
方が示された。 また、HTTRの利用に対する呼びか テーマが絞 り込まれていなかったことが問題視 され
けがあった。原研 ・大洗研 としては重照射のメッカ た。原研の ミッションとの明確な相補性がないとう
としての展開は進めたいこと、加速器(型中性子源)ま くない。
を作 る場所 は喜んで提供 したいとの発言がなされ 初 日の研究会の後、宿舎 において懇親会が開か
た。その際、加速器 と分裂炉の両方をうま く利用す れ、和やかな雰囲気の中で忌揮のない意見の交換が
る上での戦略を考えてほしいとの助言があった。 ま 行われた。
た、原研がJMTRに関 して計画 しているシュラウ ド2日 目にはまず東北大の近藤達男教授から、IFMIF一
照射装置の整備 について、詳細な報告がなされた。CDAの 現状について報告があった。近藤教授は国
大学側か らはシュラウ ド装置は研究拠点計画の柱の 際エネルギー機関(IEA)のもとでの活動 となった
一つと位置づけており、ぜひ早急な実現をはかってIFMIF計 画の議長を務めている。○
欲 しい旨の要望が出された。 核融合炉材料照射試験用強加 性子源は、当初米
JOYOについては動燃の宮川氏か らその運転予定 国のFMIT計画('78-'84)に端を発 し、これが財政
及 び高度照射設備の整備状況について報告された。 的な問題で中断 された後に、原研独自の計画として
温度制御照射 リグであるMAR【COが順調に運転 しESNIT計 画が提案され、これが現在 も公式 に継続さ
ていること、 ヒーター制御照射 リグについては技術 れている。IFMIF計画は原研 のESNIT計画を発展
的検討を行 っていることなどが報告 された。 これに 的に吸収する形で、国際協力事業 として現在概念設
対 して も大学側か ら、是非高度照射設備の整備を進 計作業が進行 している('95.2-'97.1)ものである。
めてほしいこと、JOYOの照射料金が米国の照射料IEAワ ーキンググループの結論 としてのその仕様は




Cの 意義は大 きい。その点、大学の提案は妥当であり れている。D-Li型を選択 した主な理由はHe/dpa
原研ESNIT計画 の考え方 と も一致す る。 ただ し 比をファクター-3以内で近似できること、工学基盤
IFMIFより早 く始めることが重要と思 う。飯吉:茅 が成熟 していることなどである。概念設計でビーム
野教授か らの 「概算要求を金研か らは出せない」 と 形状の検討が行われ、5cmx20cmという横長の形状
のコメ ントに対 し、核融合研か ら概算要求すること が 「典型的」設計 として位置づけられた。CDAでの
は考えていなか った。また、ESNITのような原研が 焦点としてはこのほかに、実験系 ・テス トセル設計、
計画 した ものを大学がやるとい うのはどんな もの ターゲット系における液体Li膜形成の問題、加速器
か。色々な必要課題の中で何が達成 されていて、今 系にっいては超伝導方式を選ぶか否か等の課題があ
どれを緊急に達成すべきかわか りやすく説明 した図 る。 いずれ にせ よ概念 設計 の現段 階 にお いて、
がほ しい。茅野:昭和54年学術審議会の報告では材ReferenceDesignはほぼ目標通 りの機能 と容量を
料照射用大型加速器は国立大学共同利用研究所(核 保証できる見通 しであること、工学設計またはプロ
融合研)が 検討することになっている。前炉工小委 ジェク ト化の準備を行う段階に来ていること、材料
の報告について:伊達:第15期の学術会議では 「報 開発戦略 とIFMIFの整合が今後の焦点 になるであ
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ろうとの展望が示 された。 この後、原研大洗研田中 し、設定 した課題を遂行する上で必要な最小限度の
HTTR部長か ら、ビデオ等 も交えてHTTR建設の経 規模 というものは存在 し、いくらでもスケールダウ
過 や その照 射設備 等 に関 しての紹介 が あ った。 ンできるというもので もないことが指摘 された。-
HTTRは中性子束が低いために構造材料の重照射等 方、 このような大型事業を実施する上での組織 ・体
の実験 には向かないが、照射容積が大きいためにコ 制 としては、大学の一部局の手には余 ることは明 ら
ンポーネ ン ト試験 など比較的容易 に実現できるの かなため、何 らかの新 しい組織が必要であることが
で、利用 して欲 しい旨の要請があった。 これに対 指摘 された。立地に関 しては例えば大洗施設隣接地
し、大容積を利用 して中性子場やガンマ線場中での 域に見通 しがある。
CVDのような新材料製造プロセスの研究や、ガンマ 引き続 き総合討論が もたれた。討論の抜粋を以下
加熱が小さいことか ら、極低温の照射実験用のリグ に記す。桐谷:核 分裂中性子と核融合中性子 とは本
を設置することが現実的かも知れないなどの積極的 質的に全 く異なる。核分裂による研究でできるとこ
な意見が利用者側か ら出された。 ろはやり尽 くした。今後は核融合中性子を用いない
最後にまとめとして東北大学鋸 材料研究所松井 と進展 しない.増本,プ ラズマ研究1ま囎 に働 工 ぐ
秀樹教授からこの2日間にわたる研究会の報告の総 学研究に移行 して行 くと考えて良いか。本島:高 い
括が行われた。その要旨を以下に記す。 まず、大学 パフォーマンスのプラズマが数年でできる手応えを
中性子源の必要性 ・緊急性が多 くの報告者か ら指摘 得ている。 プラズマサイ ドも次は材料であるという
され、その実現すべき時期として2000年代初頭(例 視野になりっっある。桐谷:今 までの経過、長期に
えば2001-2002年)と想定 していることが報告さ わたる中性子源の検討、提案の歴史の説明が足 りな
れた。同時に核分裂中性子照射設備の重要性 も指摘 かった。増本:組 織の検討を進 めて欲 しい。文部
されている。中性子源の実現については、 これまで 省、科技庁 という省庁の壁を取 り去るよ うな計画。




の開発等において極 めて顕著な進展があ り、強力中 較正のための実験は仮にIFMIFに照射スペースが(
性子源なくしては今後大きな研究上の飛躍は望めな 与えられても不可能であ り、独自の中性子源が必要
いとともに、核融合炉材料開発に大きな支障が出て なことには変わりない。伊達:課 題設定が手前味噌
くるであろうことなどが指摘された。文部省側で申 的な気がする。材料の問題はヘ リカルも トカマクも
性子源を整備す ることに関 しては、IFMIFとの任務 あまり違わないだろう。ヘ リカル用の材料 を標榜 し
の違いが指摘 された。すなわちIFMIFはDEMO炉 て中性子源の必要性を説 くのはどうかと思 う。 もっ
用工学的確性データの取得が主要任務であるのに対 と広 く考えたらどうか。茅野1現 在核融合会議の答
して、大学中性子源では機構論 べ一スの材料寿命予 申では トカマクを主体とする核融合研究は原研を中
測 ・評価、複合 ・変動条件下での挙動の解明、さら 心 として行い、大学はそれを側面か らサポー トする
にモデルの検証 ・較正を行って材料開発に資するこ ことになっている。先 日文部省でもそのことを指摘





側のプロジェク トとしてのヘリカル計画の中の材料 《核融合炉材料工学の推進 と材料照射試験装置の考
を担当すると考えた。本島:ヘ リカル系動力炉の設 え方》
計活動には協力 して もらいたいが、材料問題は共通 核融合炉材料開発の将来像と加速器型材料照射
の ものが多いので、ヘ リカルの問題 に限定 して もら 試験装置の必要性 東北大工 阿部勝憲
う必要はない。増本:核 融合材料が実現 してはじめ 核融合炉材料照射研究の進め方
てヘ リカルの次期炉の実現が可能になる。核融合炉 九大応力研 吉田直亮
材料開発は トカマク、ヘ リカルと区別 しないで開発 大学における核融合炉材料照射試験装置の具体
すべきである。また、原研 と大学の役割分担につい 像 核融合研 室賀建夫
て も、実質大学の寄与な しに核融合材料開発は実現16=10-17=40
しない状況 なので、原研、大学の枠をなくして一体 《東北大金研大洗施設将来構想》
になって開発すべきである。伊達=核 融合炉材料開 司会 東北大金研 松井秀樹
発で必要な課題の内、 これまで何をやってきて、今 今までの状況 と今後の方 向
◎ 後何をやることが必要なの瓜 帷 子源を用いて行 東」ヒ大金研大洗 茅野秀夫
う研究はその中のどれに相当するのか、 もっとメッ 大洗関連研究機関か らのコメン ト
シュを細か く切 って解 きほ ぐして説明 して欲 しい。 原研大洗研所長 飛岡利明
また、「大学中性子源」という名前は良くない。大学 原研大洗研照射第一課長 桜井文雄
のみに限定 しているイメージが強い。近藤:IFMIF動 燃大洗工学センター照射課長 宮川俊一一
も原研の手には余 る。オール日本の体勢で望む必要 《討論》
がある。 また、(核分裂)原子力は既存の材料を用い17:40-18・20原 研大洗研HTTR見学







開会 の挨拶 東北 大金研所長 鈴木謙爾 核 融合工学 研究拠 点施設 の実現 に向 けて(ま とめ)
13:40-14、10司 会 東北大金研 大洗 茅野秀夫
核融合炉工 学 の推進 と核 融合科学研究所 の役割 東北大金研 松井秀樹
核融合科学 研究所所長 飯吉厚夫11、00-11、30
14、10-14:40HTTR計 画 と大 学 への期 待
核融合 炉工 学研究拠点 につい ての学術会議 、融研 原研大洗HTTR開 発部長 田中利幸
連、炉工 小委 の取 り組 み11、30-12、00
核 融合科 学研究所所長 飯吉 厚夫 《総合討 論》
京大原子 エネ研 香 山 晃12、00-12・10
14、40-16,10閉 会の挨拶 東北大金研大 洗施設長 茅 野秀夫
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箋翻i繭購羅@購朔懸倒縣録秘懸 欝
● 金 属 材 料 研 究 所 発 行 出 版 物 ●
1)研究所概要 パ ンフ レッ トr東北大学金属材料研 究所1995』1995年5月 発行
2)広 報紙rlMRニ ュース』(No,21-23)1995年4月 ・8月発行 ・12月発行
3)共 同研究報告 書
『東北大学金属材料研 究所 研究部共 同研究報告』1995年5月 発行













● 金 研World-WideWeb英 語 版 公 開 と金 研 デ ー タ ベ ー ス との 連 結 ●
http:!/vrwwr.ゴmr.tohokロ.aσ.プP
これ まで、金研WWWは パ ン7レ ッ ト内容 に基 づ き、和文 と英文 を併記 したもので した。
この程、外国人 に も利 用 しやす いよう、英語版 の分離 ・作成 が終 了 しま した。
金研 の ホ ーム ペー ジおよび東北大 学の ホームペ ー ジに リンク してあ ります ので、 そこか ら御覧 いた だけ ま
す。
また、アモル フ ァス、超伝導、磁 性材料 などに関す る金研 オ リジナル ・データベー スの検 索が、WWWの ホ
ームペ ー ジか ら も可能 にな りま した。御利用下 さい。
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lMRニュ ー スNo231MRINFORMATIONBUREAU
● 外 来 者 に よ る 講 演 会(1995.8-1995.11)●
〈研 究 会 、 ワー ク シ ョ ップ、 春 季 ・秋 季 講 演 会 、 本 所 職 員 に よ る講 演 会 は 除 く>
NuclaireCentred'EtudesdeSaclay(仏)Dr.F.KAJZARrフラ ー レ ンと そ の光 学 的応 用 の可 能 性 」
(川添 研)8/1
ボ ル ト大 学(ポ ル トガ ル)J.MACHADOdaSILVA教 授rDeterminationoflnterdiffusioninElectro-
depositedCu/NiMultiLayersbasedonMagneticMeasurements』(本 河研)8/g
復 旦 大 学(独)物 理 学 科 研 究 員Dr.JingguangCHE
『ElectronicandStructuralPropertiesofSi/GaP(110)lnterface』(川 添研)g/4
6同 和 半 導 体 株 式 会 社 鳥 羽 隆一 博 士T縦 型 ボ ー ト法(VGF法)に よ る、無 転 位Si-dopedGaAsの結 晶 成
長 技 術 開 発 と特 性 評 価 』(八 百 研)9/4
ETHZurich(ス イ ス)H-U.NISSEN教 授 『12-FoldSymmetricTilingsandElectronMicroscopy
ofDodecagenalQuasicrystals』(平 賀 研)g/6
ドレ ス デ ン工 業 大 学(独)ポ ジ トロ ン ・グ ル ー プ ・リー ダ ーDr.GerhardBrauer
rpositornAnnihilationStudiesofRadiationDamage』(山 口(貞)研)9/25




西 南 師 範 大 学理 学 院 物 理 系(中 国)王 前 助 教 授rAnIntroductintoUltrafineParticlesPreparedwith
SputteringandArc-DischargingMethods』(鈴 木 研)10/4
〔:
バ ー ゼ ル 大 学 物 理 学 研 究 所(ス イ ス)Dr.DE.BUERGLER
『ActivitieslnvolvingUHV-STMattheUniversitYofBasel』(桜 井 研)10/g
東 セ ラ 開 発 研 究 所 副 所 長 神 谷聖 志 氏r機 能 性 結 晶材 料 の 最近 の状 況 』(福 田研)10/12
大 阪大 学工 学 部 森 勇介 博 士 、 ソ ニ ー(株)山 田 淳 夫 博 士 等
『最 近 の 結 晶 ・結 晶 技 術 の話 題 ・問 題 点 』(福 田 研)10/12
1nst.Festkorperphysik,THDarmstadt(独)Dr.F.STEGLIGH教授 『Superconductivity,Magnetism
andNon-Fermi-LiquidEffectsinHeavy-FermionMetalsS(兼 深 瀬 研)10/24





日本 原 子 力 研 究 所 東 海 研 究 所 材 料 研 究 部 中性 子 散 乱 研 究 室 室 長 森 井 幸 生 博 士
r中 性 子 非 弾 性 散 乱 に よ る格 子 不 安 定 性 の研 究 』(山 口(泰)研)10/27
東 北 工 業 大 学 小 島 正 美 助 教 授rオ ブ ジ ェ ク ト指 向設 計 に よ る材 料 デ ー タ ベ ー ス の 開 発 に 向 けて 』
(川添 研)10/27
住 友 特 殊 金 属(株)開 発 本 部 研 究 開 発 部 主 任 研 究 員 広 沢 哲 博 士
rNd2Fe14系交 換 スプ リ ング磁 石 の磁 気 特 性 とそ の制 御 』(鈴 木 研)10/27
Dept.ofPhysics,PohangUniversityofScienceandTechnology(韓国)Sung-HoSALK教 授(
『StronglyCorrelatedSystemsunderExternalMagneticField』(兼 深 瀬 研)10/30
サ レル ノ大 学 理 論 物 理 学 科(イ タ リア)F,MANClNl教 授 ・Ms,S.MARRA




日本 原 子 力 研 究 所 先 端 基 礎 研 究 セ ン タ ー長 伊 達 宗 行 博 士r強 磁場 科 学 』(金 属 助 成 会)11/2
ア ル ゴ ンヌ 国 立 研 究 所(米)Dr,DaトKaiSZE『TheIogicanddirectionforaself-cooledlithium
blanketwithV-alloyasstructuralmaterial』(松 井 研)11/8
岡 山 理 科 大 学 斎 藤 博 教 授 『Liドー プZnSe/GaAsの 成 長 機 構 』(八 百 研)11/9
《
ロ シア科 学 ア カデ ミ ー結 晶 学 研 究 所LeadingResearcherV.E.DMITRIENKO
『DodecahedralLocalOrderinginQuasicrystalsandinApproximants』… ・・(井 上 研)11/13
西 南 流 体 物 理 学 研 究 所 纒 福 謙 教 授
r西南 流 体 物 理 研 究 所 にお け る衝 撃 超 高 圧 研 究 』(庄 野 研)11/14
西 南 流 体 物 理 学 研 究 所 潭 華 教 授rプ ロホ ルム の衝 撃 挙 動 と化 学 反 応 』(庄 野 研)11/14
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● 商 業 紙 に 掲 載 さ れ た 本 所 関 連 記 事(1995.4-1995.11)●
国内で初 めて新型の圧 電結 晶 「ラ ンガサイ ト」合 成に成功 した。
福 田承生教授 ら:日 本 工業新 聞(1995.5.23)/日刊工業 新聞(1995.7.24)
中国復旦大顧問の称号 を授与 され た。
川添 良幸 教授:毎 日新 聞(1995.6,21)/読売新 聞(1995.6.22)/朝日新 聞(1995.6.22)/河北新 報
(1995,6.22)
新研究実験棟竣工 ・スーパ ーコンピュータ導入及び本多記念館整備 に伴 う披露式が挙行 され た。
鈴 木謙爾所長:日 刊工 業新 聞(1995.6」9)/文教 ニ ュース(1995.6.19)/文教 ニュース(1995.6.19)
C分 子線工蒙蔽 翻 巖 謝 講 鎗章奨欝ll醗肇影1995創
平 井教 授が重点領域研究 「傾斜機能材料 の物理 ・化学」の代表者 と して補助金 を交付 される。
平井敏雄教授:日 経 産業(1995.7.19)
「第18回半導体欠陥国際会議」 が仙台国際 センターで開催(7.24-7.28)された。
角野浩二名誉 教授 ・末沢正 志助教授=河 北新報(1995.7.25>
超高純度鋼の研究(ベ ースメタルの世界標 準の開発)の 紹介 。
安彦 兼次 助教授:日 刊工業新 聞(1995.82)
Ni3AIの超 高純度化 とその新 しい物性(延性 、耐熱温度 など)が 発見 された。
花 田修治教授 ら:日 刊工業 新聞(1995.8.22)
本多光 太郎初代所長 の郷里 、岡崎市 での博士の顕彰 の様子。
り 本多光太郎初代 所長:中 日新聞(1995.9.18)
未踏協会主催 のス ピン トラ ンジスタ研 究会 の講 師 となる。
藤森啓安教 授:日 刊工 業新 聞11995.9.20)
新エネルギ 産ー 業技術総合開発機構(NEDO)にプロゾェクト「超高温構造用ニオブ基合金 の合金設計のための基礎的研究」採択。
花 田修 治教授;河 北新報(1995.9.27)
長谷川幸雄助教授 が日本金属学会 第5回 奨 励賞 を受賞 した。
長谷 川幸雄助教授:日 刊工業新 聞(1995.IO.16)
新 日鉄 と共 同で、強磁場下 で使用で きるイッ トリウム系酸化物の超電導電流 リー ドを開発 した。
渡 辺和雄助教授 の グル ープ:日 刊工業新 聞(1995,ll.2)/日経 産業 新聞(1995.ll,2)
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●本所 技 術 部技 官真壁 完一 氏 、 日本 分析化 学会 有功 賞 を受 賞 ●
本研究所技術部技官真壁完一氏が日本分析化学会有功賞を受賞しました。
贈呈式は平成7年9月29日(金)北 海道大学学術交流会館において行われま した。 この賞は、多年にわ
た り分析の実務に従事 し、又は分析に欠 くべからざる機械、器具並びに試薬などの製造の実務に従事 して功
労のあった方々に対 し、日本分析化学会が表彰するものです。
(
●技 術部 職員 研修 実施(1995.8.23-8.25)●
平成7年 度東北大学金属材料研究所技術部職員研修が、8月23日(水)か ら8月25日(金)ま での3日




最初に、鈴木所長から 「近年、技術革新の進行が早 く、大学には基礎的な研究が期待され、資源の無 い日




生か して研究所の発展に大いに貢献 してください。」との挨拶がありました。続いて、平井技術部長から 「研
修の目的は、個人の能力を高めることであり、先端化 ・高度化 ・国際化する中で研修がますます重要になっ
ていますので、講師の方々のお話 しを伺うだけではな く、この3日間の研修 を通 して技術職員が組織あるい
は個人 として研究に対 して何ができるかを念頭におき受講 していただきたい。」と挨拶がありました。 この
後、研究部門担当者による6つの講演、技術研究発表、特別講演、見学会等が実施されました。最後の閉講




● 主 な 見 学 者(1995.8-1995.11)●
1995.8.3DepartmentofPhysics,EcolePolytechniqueFederale(SwissFederalinstituteofTechnology)
Prof.Jean-LucMartin
1995.8.4仙 台 市 立 沖 野 中 学 校
2年 生8名
1995.8.24日 本 機 械 工 業 連 合 会 産 業 技 術 委 員 会






1995.8.25宇部 興 産 株 式 会 社
社 長 長 広 真 臣 氏 他2名
1995.8.29科学 技 術 庁 金属 材 料 研 究所 計 算材 料 研 究部
第5研 究 室 長 山縣 敏博 氏 他t名
1995.8.30株式会 社 リケ ン
中 山 専 務 他3名
1995.8.31(財)産 業 科 学技 術 研 究 所
所 長 申 昌 氏(ChangShikSHin)他1名
1995.9.11YKK株式 会 社





1995.9.19文部 省学 術 国際 局 学 術 課
事 務 官 大橋 正 浩 氏 他1名
1995.9.28東北 大学 附置 研 究所 工 作 技 術 研 究 会
参加 者52名
1995.9.29大気 ゴム 工 業株 式 会 社














tg95.10.2シイ ズ ・オ フ ィス
代 表 取 締 役 黒 川武 広 氏
1995.10.2株式 会 社 ウ オ ー ク
編 集 エデ ィ ター 竹 森 彰 氏
1995.10.5厚木 商 工 会 議 所 産 学 官 共 同 事 業 推 進検 討 委 員 会 視 察研 修 会
厚 木 商 工 会 議 所 副 会 頭 水 島健 雄 氏 他11名
1995.11.2みちの く銀 行 十 和 田支 店
奈 良 岡氏 ほ か18名
1995.11.10旧東 北 大 学 教 養 部
定 年 退 職 職 員30名
● 故 相 原 實 技 官 の 逝 去 を 悼 む ●
技 術 室 材 料 開 発 班 長 相 原 實 技 官(享 年60歳)が10月24日(火)逝 去 され ま した。
同 氏 は 昭和27年5月 に東 北 大 学 金 属 材 料 研 究 所 工 務 員 に採 用 さ れ、工 作 班 木 型 掛 主 任 、技 術 部 凝 固 組 織 制 御
掛 長 、 技 術 部 企 画 運 営 班 長 を 経 て 、 現 職 に昇 任 され ま した 。 この 間 、通 算43余 年 の永 きに わ た り、 鋳 造 技
術 、 木 型 技 術 を通 じ、本 所 に貢 献 して来 られ ま した。 こ の功 績 に よ り平 成4年4月 、 日本 金 属 学 会 金 属 技 術
功 労 賞 を受 賞 され ま した 。 こ こに謹 ん で哀 悼 の 意 を表 し、 御 冥 福 を お祈 り致 します 。
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人 事 異 動
く1995.8.1'5-1995」2.1)
A.新 任 および昇任
氏 名 年 月 日 身 分 異動種別 部 門 等
唐 政1995.8.16助 手 新規採用 原子力材 料物 性学
レベ ッ ド アン ドレイ1995.9.1助 教授 新規採用 低 温電子 物性 学
O杉 山 和 正1995.9.1助 教授 転 入 不定 比化 合物物性学
王 悉1995.9、1助 手 新規採用 電子材料物性 学
陳 立 東1995.10」 助 手 新規採用 特殊耐熱材料学
付 栄 堂1995.11.1助 手 新規採用 合金設計制御工学
,B.転 出 および退職1
.v
氏 名 年月 日(旧 身分)異 動種別(転 出先 など)
ブザ ン バ ンソン1gg5.8.31(助 手)辞 職(三 菱マ テリアル中央研 究所)
張 聯 盟1995.9.30(助 手)辞 職(日 本学術振興 会
外国人特 別研 究員)




氏名 ・所属 ・身分 招聴期 間 研究テ ーマ 受入制度 ・身分 ・ 〈世話部 門>
CHEN,Hao1995.7.1一 三次元 人工格子膜の磁 性 に 卓越 した研 究拠点(COE)事業
中国 復旦大学 助教授1996.3.31関 す る理論的研 究 外国人研 究員 ・客員教授
〈川添研 究室>
EL-ESKANDARANY,MohamedSherif,1995.7,23一超清 浄環境下 での固相化学 卓越 した研 究拠点(COE)事業
MohamedMostafa1996.3.31反 応 に よるナノグラニ ュ 外国人研 究員 ・客員教授(
エジプ ト アル・アザ ルー大 学工 学部 講 師 ラー物 質創製 と機能評価 〈鈴木研 究室>
VILCA,DomingoHuertal995.10.9一 アモルフ ァス合金 を前駆体 卓越 した研 究拠点(COE)事業
ドイツ クラウス タール工科大 学1996.3.31と する電極活物質の探索 外国人研 究員 ・客員助教授
研究員 〈橋 本研 究室 〉
和 田 敏 美1995,10.1一 低次元半導体量子構造の プ 客員研 究部 門1種
通 商産業省工 業技術 院1996.3.31ロ セス開発 材料 設計学研 究部門
電子技術 総合研 究所 主任研究 官 併任 教授 〈八 百研 究室 〉
山 本 昭 二1995.10.1一 多次元 空間を用い た準結晶 客員研 究部 門1種
科 学技術 庁無機材 質研 究所1996.3.31構 造 の解析 材料 プロセス評価 学研究部 門
第11研究 グルー プ主任研 究官 併任 教授 く平 賀研 究室 〉
寳 野 和 博1995.7.1一 ア トムプローブ電界 イオン 客員研 究部 門1種
科 学技術 庁金属材料技術研 究所1996.3.31顕 微鏡 による材料の微細構 新素材開発施 設 ・併任助教授
主任研 究官 造組成 に関す る研 究 〈新 素材 開発 施設 〉(
柿 本 浩 一1995.IO.1一 非線型現象 の大規模 数値 計 客員研 究部 門II種
NEC基礎研 究所 研 究専 門課長1996.3.31算 手法 材料 物性 学研 究部 門
客員教授 く川添研究室>
NISSEN,Hans-Ude1995.6.15一 準結 晶の構造 と準結晶成長 客員研 究部 門III種
ス イス チ ュ 一ーリッヒ工科 大学1995.12.14の モルフ ォロジーに関す る 物 質創 製学研究部 門
教授 研究 客員教授 〈平賀研究室>
POBORTCHI,Vladimir1995.2.1一 ゼオライ ト中の ナノ構造 物 客員研 究部 門III種
ロシアA.F.ヨ ッフェ物 理工学1996.1.31質 の作製 と機i能評価 新素材 開発施設
研 究所 主任研 究員 客員教授 〈新素材 開発施設 〉
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IMRニュースNo.23現在滞在中の招膀研究員および客員研究員等
B.日 本 学 術 振 興 会
氏名 ・所属 ・身分 招 聰期間 研 究テーマ 受入制度 ・身分 ・ 〈世話部門>
RINGER,Simonpeterlgg5.1.16一 ア トムプローブFIMに よる 日本学術振興 会
オース トラリア モナ シュ大学1996.1.15高 力 アル ミニ ウム合金 の時効 外 国人特別研 究員(オーストラTJア)
研 究員 析 出の研 究 〈教授 ・櫻井 利夫>
TINDALL,Craiglgg5.6.5一 ポイ ン トプロー ブ法 による界 日本 学術振 興会
アメ リカ カ リフ ォルニア1996.6.4面 の原子 レベ ルでの研究 外 国人特別研 究員(アメリカ)
アービ ン大学 学生 〈教授 ・櫻 井 利夫>
JIAJin-Feng(買金鋒)1995.4.1-STM及 びQKLEEDによる表面 日本 学術 振興会
e認 ヒ解 クロトロン放射1996・3・3'と 界面の原子配列構造の研究 禦 籔牒 昇蕊 ログ
BARNAKOV,YuriiAnatolievichlgg5.4.1一化合物 薄膜 のナノス ケール構 日本学術 振興会
ロシア ヨッフェ物 理工 学研 究所1996.3.31造 制御 による電子機能の 開拓 外 国人特 別研 究員 ・新 プログ
大学 院生 ラム 〈助教授 ・粕谷 厚生>
LI,Lianlgg5.8.7一 清浄 なSiC表面の構 造、SiC/日 本学術振興会
アリゾナ州立大 学1996.8.6酸 化の初期 段階及びSic金属 外国人特別研 究員 ・新 プログ
大学院生 界 面の研 究 ラム<教 授 ・櫻井 利 夫>
LEE,Dong-Bok(李東酸)1995.9.1一 高耐食 アモル ファスアル ミニ 日本学術 振興会
成均館大学校金属工学科 助教授1996.2.29ウ ムfi高融点合金 の研究 韓 国科学財団(KOSEF)との
研 究者交流事業 による来 日研
究者 く教授 ・橋本功二 〉
張 聯 盟lgg5.lo.1.Tic/Ni3Al系 傾斜機能材料 の 日本学術振興会論博研究者
(本所助手1995.9.30づけ 辞職)1995.12.29作 製お よびその性 質に関す る 〈教授 ・平井 敏雄>1
.ジ 研 究
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最近発表 された論文等 リス ト
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